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2024/08/08 日向灘の地震の発生場と今後

・今回の地震時滑り域1)は、2022/07-2023/12など過去に繰り返し発生したSSEの
滑り域2）と棲み分けている。SSEは種子島沖でも同時期に発生している。（図１）

・SSE発生域は相似地震から推定された滑り速度3)が相対的に小さい（2-3cm/yr）
領域と対応。地震時滑り域はの相似地震なしの領域と対応。（図2）

・今回の滑り域の北隣には1996年10月(M6.9）・12月（M6.7)の震源域、さらにその北
には1968年M7.5の滑り域がある。また、1662年日向灘地震（外所地震）は、今回の

滑り域や1996年の滑り域、SSE発生域、さらには余震域や浅部スロー地震の発生
域までを含んでいた可能性がある4)。（図3）

・1961年の気象庁震源は1996年の滑り域より南に位置しており（図4）、1961年の津
波が油津に1分で到達したことが記録として残っている5)ことから、1961年の滑り域

は今回の地震と同様に日南海岸に近い領域に広がっていたと考えられる。このた
め、今回の地震は1961年の地震の再来だった可能性がある。

・現在までの地震活動は、8/8の滑り域や南のSSE発生域、北隣の1996年10月の
滑り域と北西のSSE発生域には広がらず、震源の北～北西と東〜南東にのみ広

がっている6）。（図4）

・南東の少し離れた活動の見られる場所(図4a)は、スロー地震活動に伴って地震活
動がよく活発化する領域である。今回も微動や超低周波地震の活発化が生じてお

り、スロー地震活動に伴った地震活動と考えられる。図4bのイベントはプレート内地
震の可能性がある。

・ 1996年10月の震源域は余震域の北隣に位置し、余震がほぼ起こっておらず、こ
の領域は割れ残っていて、再びM7級の地震が発生する可能性がある。

・今後想定される、より大きな規模の地震発生のシナリオとしては、1996年滑り域か
ら浅部スロー地震発生域の一部を含む1662年日向灘地震の再来が挙げられる。

・今後は、余震の発生していないSSE発生域で余効滑りが8/8以降発生しているの

かどうか、地震活動や余効滑りがどのように時空間変化するのか（特に、周辺や活
動の抜けている場所にどう広がっていくのか）、スロー地震活動が過去の活動域を
越えてさらに周囲にmigrationしたりすることがないか等に注意する必要がある。
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